


内飼育してカルチャーを確立し、その生態や行動、形態を調査する 

期 待 さ れ る 成 果 

陸上では、ダニは昆虫に次いで多様性の高い（種数の多い）節足動物であ
ると考えられている。しかし、ヒトにとって害でも益でもないダニについては、これま
で十分に調査されてきてこなかった。本研究により、ダニの多様性が再確認さ
れるとともに、新種の発見・記載につながると期待される。また、作物の害虫防
除など、人間にとって益となる種が新たに見つかる可能性もある。 

関連課題での大型

研究費申請の可能

性の有無 

有・無（有の場合は概要を記載）重点課題は大型予算申請へのプロセスを記入。 
まずは関連研究課題を JSPS基盤研究（B）に申請することを考えている。 

研 究 経 費 の 内 訳 

申請額 20万円 
内訳︓消耗品費︓140,000 円（PCR に必要な物品や薬品、シークエンス
の外部委託料金）、旅費︓60,000 円（日本ダニ学会（9/17-19、
静岡）） 

外部資金獲得状況

（過去５年間） 
＊代表者のみ 

不採択になった研

究費申請も記載す

る（科研費以外も

含む）。 

【採択分】 
(1) 公益財団法人 中辻創智社 2023年度研究費助成（2023年 6月
応募）、研究課題名︓近縁種との接触が生殖的隔離の進化に与える影響
−半倍数体ハダニの種分化機構、代表、申請額︓100 万円、結果︓採択
（100万円） 
(2) 令和 2年度 JSPS基盤研究（C）（2019年 10月応募）、研究課
題名︓半倍数性ハダニにおける生殖隔離の強化、代表、申請額︓500 万
円、結果︓採択（429万円） 
【不採択】 
(1) 令和６年度 JSPS 基盤研究（B）（2023 年 9 月応募）、研究課
題名︓日本のタケ亜科植物上のダニの多様性と進化を探る―生物間相互
作用の視点から、代表、申請額︓2,000万円、結果︓不採択 
(2) 令和５年度公益信託成茂動物科学振興基金（2023 年 6 月応
募）、研究課題名︓ナミハダニにおける雄の代替繁殖戦術と捕食リスク、代
表、申請額︓50万円、結果︓不採択 
(3) 令和 5年度 JSPS基盤研究（B）（2022年 10月応募）、研究課
題名︓社会性ハダニにおける致死的雄間闘争の進化と種分化機構、代表、
申請額︓2,000万円、結果︓不採択 

主 な 研 究 業 績 
（ 過 去 ５ 年 間 ） 
＊代表者１０件以

内、参画者５件以内 
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Egas, Yukie Sato* (2023) Sperm-depleted males of the two-spotted 
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